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　恩納村博物館では８月８日から２０日まで、学芸員資格取得のための博物館学芸員実習生の受け
入れをしました。今年度は沖縄国際大学から２名、沖縄県立芸術大学から１名の計３名の実習生を
受け入れ、期間中、展示解説、博物館資料の取り扱い、展示作業などの実習を行いました。
　今回の「学芸員のはなし」は実習生たちによる「むらのきおく１００」番外編として、博物館の
展示資料を紹介いたします。

　瀬良垣一帯の近年の文化財調査により少しずつ分かってきたことをご紹介いたします。
恩納村誌（１９８０）に記載されたヨリアゲ森とされる丘陵で現在の御嶽から国道を挟んで海沿い
の丘陵先までの範囲で約７００年～５００年前までの中国産青磁や白磁、褐釉陶器壺などと一緒
に地元で焼かれたとされるグスク土器などが近年発見されました。また、大屋バナリ島やマチバ
ナリ島一帯から昔の瀬良垣ビーチ一帯の海域で約７００年前のグスク時代に按司などの居城など
で出土する中国産青磁（酒会壺）が発見されました。この壺は中世の集落ではなかなか出土しな
い遺物で、リーダー格の按司の居城である首里城や今帰仁城跡、山田城跡などでしか出土しない
遺物です。考古学的な遺跡の立地から、現時点の情報から見ると瀬良垣は中世の頃には御嶽一帯
の丘陵に生活拠点があり、その後に丘陵奥に古島（集落）が形成され、現在は海岸一帯の現集落
へ至ったと想定できます。
　その他にも瀬良垣の海岸一帯で初めて約５０００年前の土器である室川下層式土器が数点確認
されたことから瀬良垣の歴史は約５０００年前までさかのぼる可能性があることがわかりました。
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トゥックイ（徳利）

バサージン（芭蕉衣）

←左から伊波留依さん、大内彩
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展示解説実習の様子→

　恩納村は焼物の原材料である陶土 ( 白土・赤土 ) のとれる地域となっています。那
覇市壺屋に所在する窯群では、窯屋焼と呼ばれる焼物を近世に作っていました。原材
料は船で恩納村から那覇に運んでいたそうです。博物館で展示している焼物は壺屋で
焼かれた壺屋焼で、今回は徳利を紹介します。
　自分の家での酒入れには、焼物の徳利が使われました。荒焼きの丸っこい形が多く、
その容量によってチュワカサー ( 一升入れ )、タワカサー ( 二升入れ ) などと呼びました。
　祭りなどの特別な時に使う、イシビンやユシビンと呼ばれる瓢箪型の徳利や、磁器
製絵付の徳利、酒を入れて仏壇に供えるカザルクビンと呼ばれる徳利など、様々な種
類があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（沖縄国際大学　金城 那美佳）

　バサージンとは芭蕉の繊維で織った芭蕉衣のことで、タティアヤ（たて縞）でテカチ
染めされたものが一般的なバサージンとして挙げられます。麻や絹で織った着物は士
族が、バサージンは一般庶民が身に着けていました。年中バサージンを身に着けますが、
冬は重ねて着ていました。明治以降に、本土からの安い木綿衣が簡単に手に入るよう
になってからは、冬は木綿衣を身に着けるようになりました。普段着として身に着けら
れていたバサージンは、新しいうちは外出着として用いられることもありましたが、古
くなると仕事着として用いられていました。男性用のバサージンと女性用のバサージン
は、丈の長さが異なり、女性用は少し短めで、男性用は女性用よりも長めになってい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（沖縄国際大学　大内 彩華）

　一般に編み目の粗い笊のことで、女性の頭上運搬用具としてよく使われました。
　女性の運搬法には、頭に笊をのせて荷物を運ぶ方法と、背のある笊のひもを額にか
けて背負う方法があります。またバーキは、昔の人の主食であったイモを洗うのに用
いられたり、穀物や野菜をいれておく一般容器としても利用されていました。さらに
女性だけではなく、男性が棒の両端に吊り下げて担うこともあります。このようにバー
キは、かなり多様的に使われていた用具です。
　私は琉球舞踊を習っており、谷茶の浜を題材にした「谷茶前」をよく踊る機会があ
りますが、その中に小道具としてバーキが登場します。男性がとった魚をバーキに入れ、
女性が売りに行く場面を軽快なリズムで踊られます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           （沖縄県立芸術大学　伊波 留依）

バーキ瀬良垣一帯の遺物確認箇所図

約５０００年前の室川下層式土器 中国産青磁（酒会壺）


